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主　　催 文科省特別経費プロジェクト
 ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する次世代健康スポーツ科学の
 国際研究教育拠点 - 最先端生命 ・ 認知脳科学の導入 -
代    表 征矢英昭 （体育系）
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会場︓ 筑波大学 5C606

3月２0日 

世話人︓征矢　英昭（2620）　

※学外の方は事前の申込みが必要です︓
 humanhighperformance@gmail.com  
 

9:00 ～11:00火

メール

　「大阪体育大学スポーツ科学センターの取り組み」

 梅林　薫　先生

大阪体育大学教授  スポーツ科学センター長 
　

大阪体育大学は、平成元年茨木キャンパスか
ら熊取キャンパスへ移転した。その折に、ト
レーニングルームを中心とした体力向上を目
指した「体力トレーニングセンター」を立ち
上げ、その後ATルーム増設に伴い、「トレー
ニング科学センター」さらに競技力向上や健
康増進などスポーツ科学の総合的な視野に
立った観点から「スポーツ科学センター」と
発展してきた。ここ数年、JSC、大阪大学、
スミヤ整形外科などと包括協定を結び、さら
にレベルアップを目指している。来年度から、
スポーツ局が開設される予定で、さらに当セ
ンターの役割は、大変重要なものとなるであ
ろう。今回は、本学の強み (教育、研究、実
践 )を活かしながらのスポーツ科学センター
の取り組みと今後の方向性について、発表
する。


